
　

本
学
園
は
、２
０
１
７（
平
成
29
）年
に
創
立
１
１
０

周
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
１
９
６
７
（
昭
和
42
）

年
、
新
し
い
工
業
大
学
の
理
念
の
下
に
開
学
し
た
日

本
工
業
大
学
も
、
理
想
の
工
業
教
育
を
追
求
し
、
半

世
紀
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

高
度
成
長
期
、
日
本
は
工
業
技
術
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
し
た
が
、
工
学
部
教
育
は
理
論
偏
重
で
、
現

場
技
術
の
主
た
る
担
い
手
は
工
業
高
校
出
身
者
で
し

た
。
第
三
代
理
事
長
と
な
る
窪
田
宗
英
は
、
理
事
時

代
に
欧
米
の
工
業
教
育
機
関
を
視
察
す
る
中
か
ら
、

理
論
と
実
践
の
融
合
を
理
想
と
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
よ
り
高
度
な
技
術
の
習
得
を
願
う
工
業
高
校
生

の
思
い
と
重
な
り
、
日
本
工
業
大
学
の
設
立
に
至
っ

た
の
で
す
。

　

開
学
当
時
は
ロ
ッ
カ
ー
を
手
作
り
し
、
空
っ
風

　

日
本
工
業
大
学
は
、
建
学
以
来
、
工
業
高
校
生
を

受
け
入
れ
、
よ
り
高
度
な
技
術
を
身
に
つ
け
社
会
に

貢
献
し
た
い
と
い
う
彼
ら
の
熱
い
想
い
に
答
え
る
べ

く
、「
実
工
学
教
育
」
の
理
念
の
も
と
独
自
の
教
育

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
卒
業

生
が
様
々
な
職
場
で
活
躍
し
、
我
が
国
の
産
業
の
発

展
を
支
え
て
き
た
と
い
う
事
実
が
物
語
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
学
出
身
の
多
く
の
教
員
が
、
全
国
の

工
業
高
校
や
中
学
の
技
術
科
教
育
に
お
い
て
も
多
大

な
貢
献
を
し
て
き
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で
す
。

　

私
立
大
学
の
四
割
以
上
が
定
員
割
れ
と
い
う
状
況

の
中
、
本
学
は
、
こ
の
春
も
定
員
を
超
え
る
入
学
生

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

日
頃
か
ら
本
学
を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
者

の
皆
様
の
お
蔭
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め

の
吹
き
す
さ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
少
し
ず
つ
緑
を
増

や
し
、
次
々
と
研
究
設
備
、
実
験
装
置
、
実
習
施

設
の
充
実
・
刷
新
を
図
り
、
わ
れ
ら
が
学
府
は
も

の
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
大
い
な
る
発
展
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
優
れ
た
人
材
を
豊
富
に

輩
出
、
日
本
国
内
の
産
業
界
の
成
長
と
ア
ジ
ア
を

は
じ
め
海
外
の
技
術
革
新
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

大
学
は
、
現
在
、
50
周
年
記
念
建
設
事
業
を
進
め

さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
昨
年
5
月
に

着
工
し
た
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
」「
学
生
ク
ラ
ブ

棟
」
は
、
す
で
に
完
工
し
て
お
り
、
学
園
生
活
を
よ

り
豊
か
に
す
る
た
め
の
厚
生
施
設
と
し
て
学
生
諸
君

の
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き

4
月
か
ら
は
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
12
月
の
完

て
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、50
周
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
、

本
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
劇
的
に
変
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
２
０
０
５（
平
成
17
）年
に
は
80
％
を
超
え
て

い
た
入
学
者
に
占
め
る
工
業
高
校
生
の
比
率
は
、

２
０
１
４（
平
成
26
）年
に
初
め
て
50
％
を
割
り
、
こ

の
春
の
入
学
生
で
は
42
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

学
生
の
出
身
地
の
分
布
も
関
東
一
都
六
県
で
85
％
を

超
え
、八
割
近
い
学
生
が
自
宅
か
ら
の
通
学
者
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
を
踏
ま
え
、
工
業
高
校
生
が
安

心
し
て
学
べ
る
大
学
、
実
験
実
習
を
重
視
し
た
体
験

学
習
の
充
実
と
い
っ
た
「
よ
き
伝
統
」
を
継
承
し
つ

つ
も
、
新
し
い
時
代
の
「
実
工
学
教
育
」
に
向
け
た

変
革
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
指
示
待

ち
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
人
間
で
は
な
く
、
現
場
で
創
意
工

工
を
目
途
に
、
次
代
の
工
学
教
育
を
展
開
す
る
新
た

な
拠
点
と
し
て
、
7
階
建
て
の
「
多
目
的
講
義
棟
」

を
建
設
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
に
と
っ
て
思

い
出
が
刻
ま
れ
た
場
所
は
、
一
新
さ
れ
後
輩
た
ち
の

新
た
な
青
春
の
舞
台
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

あ
わ
せ
て
、
大
学
50
年
史
を
編
纂
す
べ
く
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
学
園

史
は
刊
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
大
学
史
は
初
め
て
の

試
み
で
す
。
か
つ
て
な
い
理
想
を
掲
げ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
大
学
の
誕
生
と
、
そ
の
足
取
り
が
綴
ら
れ
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

社
会
と
産
業
構
造
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
容
を
続

け
る
中
、
本
学
が
建
学
の
精
神
に
謳
う
、「
真
理
の

探
求
に
努
め
る
と
と
も
に
、
工
学
理
論
を
現
場
の
技

術
に
直
結
し
う
る
能
力
」
は
、
豊
か
な
人
間
社
会
を

つ
く
り
だ
す
た
め
に
、
今
日
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す

価
値
を
高
め
て
い
ま
す
。
こ
の
理
念
を
、
次
な
る
半

世
紀
に
お
い
て
さ
ら
に
力
強
く
形
づ
け
る
べ
く
、
日

本
工
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
層
の
充
実
の
た
め
、
皆
様

の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
な
に
と
ぞ
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

夫
で
き
る
技
術
者
、
生
涯
学
び
続
け
る
技
術
者
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
文
章
能
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
初
年
次
教
育
を
は
じ
め
、
学
生
の
「
学
び

の
ス
イ
ッ
チ
」
を
入
れ
る
様
々
な
環
境
づ
く
り
に
注

力
し
て
い
ま
す
。
記
念
建
設
事
業
の
「
新
講
義
棟
」

は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
学
び
の
中
心
と
な
る
施
設

で
す
。

　

本
学
の
何
事
に
も
真
面
目
に
取
り
組
む
学
生
気
質

は
、開
学
以
来
変
わ
ら
ぬ
社
会
に
誇
れ
る
校
風
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
、
自
ら
の
技
術
の
意
義
を
俯

瞰
的
に
見
つ
め
る
た
め
に
は
、
専
門
性
を
超
え
て
他

分
野
の
人
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
も
重

要
で
す
。
新
講
義
棟
に
は
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
プ
ラ
ザ

な
ど
、
学
生
た
ち
が
自
由
に
語
り
合
え
る
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
や
、
チ
ー
ム
で
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の

ゼ
ミ
室
な
ど
が
多
数
用
意
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
実
工
学
教
育
」
を
さ
ら
に
深
化

さ
せ
、技
術
で
価
値
を
創
造
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、

社
会
の
期
待
に
応
え
る
大
学
で
あ
り
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

次
な
る
半
世
紀

さ
ら
に
理
想
を
追
求

大
学
設
立
50
周
年

新
た
な
学
び
の
場
を
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１
９
０
７（
明
治
40
）年

　

東
京
工
科
学
校
設
立
認
可

１
９
６
７（
昭
和
42
）年

　

日
本
工
業
大
学
開
学
［
機

械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、

建
築
学
科
］

１
９
７
５（
昭
和
50
）年

　

シ
ス
テ
ム
工
学
科
設
置

１
９
８
２（
昭
和
57
）年

　

大
学
院
工
学
研
究
科
修
士

課
程
設
置［
機
械
工
学
専
攻
、電

気
工
学
専
攻
、建
築
学
専
攻
］

１
９
８
７（
昭
和
62
）年

　

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士

課
程
（
後
期
）
設
置
［
機
械

工
学
専
攻
、
建
築
学
専
攻
］、

工
業
技
術
博
物
館
開
館

１
９
８
９（
平
成
元
）年

　

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士

課
程
（
後
期
）
設
置
［
電
気

工
学
専
攻
］

１
９
９
３（
平
成
５
）年

　

大
学
院
工
学
研
究
科
修
士

課
程
設
置
［
シ
ス
テ
ム
工
学

専
攻
］、
留
学
生
別
科
日
本

語
研
修
課
程
設
置

１
９
９
５（
平
成
７
）年

　

情
報
工
学
科
設
置
、
大
学

院
工
学
研
究
科
博
士
課
程

（
後
期
）
設
置
［
シ
ス
テ
ム

工
学
専
攻
］

１
９
９
９（
平
成
11
）年

　

大
学
院
工
学
研
究
科
修
士

課
程
設
置［
情
報
工
学
専
攻
］

２
０
０
１（
平
成
13
）年

　

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士

課
程
（
後
期
）
設
置
［
情
報

工
学
専
攻
］、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
の
認
証
を
取
得

２
０
０
５（
平
成
17
）年

　

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

（
専
門
職
大
学
院
）
技
術
経

営
専
攻
を
東
京
・
神
田
神
保

町
に
設
置

２
０
０
７（
平
成
19
）年

　

学
園
創
立
１
０
０
周
年

２
０
０
９（
平
成
21
）年

　

も
の
づ
く
り
環
境
学
科
、

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
設

置
、
シ
ス
テ
ム
工
学
科
を
創

造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
に
名
称

変
更

２
０
１
３（
平
成
25
）年

　

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士

課
程
（
前
期
）
を
５
専
攻
か

ら
４
専
攻
に
改
組

２
０
１
８（
平
成
30
）年

　

基
幹
工
学
部
［
機
械
工
学

科
、
電
気
電
子
通
信
工
学

科
、
応
用
化
学
科
］、
先
進

工
学
部
［
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学

科
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

科
］、
建
築
学
部
［
建
築
学

科
］
に
改
編

実
工
学
教
育
１
１
０
年
の
歩
み
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日 本 工 業 大 学 通 信
　

記
念
建
設
事
業
の
う
ち
宮

代
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
で
は
、

３
施
設
の
新
設
と
周
辺
環
境

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
多
目
的
講
義
棟

　

新
時
代
に
対
応
し
た
教
育

の
充
実
を
図
る
た
め
、
多
目

的
な
機
能
を
備
え
た
７
階
建

て
の
講
義
棟
を
建
設
中
で

す
。
２
０
１
８
（
平
成
30
）

年
12
月
竣
工
予
定
。

　

学
生
参
加
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
能
動

的
学
修
）
ス
ペ
ー
ス
、
少

人
数
か
ら
大
人
数
ま
で
収

容
可
能
な
各
種
教
室
や
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、

学
修
支
援
な
ど
の
機
能
を

持
つ
各
種
セ
ン
タ
ー
も
設

置
さ
れ
ま
す
。

■
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル

　

メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
（
７

６
０
席
）、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

エ
リ
ア
（
１
８
６
席
）、
ス

タ
デ
ィ
カ
フ
ェ
（
55
席
）
の

３
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
、
ラ

ン
チ
時
間
帯
に
は
学
生
１
０

０
０
人
の
同
時
利
用
が
可

能
。
配
置
の
変
更
で
イ
ベ
ン

ト
利
用
に
も
対
応
で
き
ま

す
。
２
０
１
７
（
平
成
29
）

年
３
月
竣
工
。

■
学
生
ク
ラ
ブ
棟

　

41
の
部
室
、
４
つ
の
会
議

室
、
男
女
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど

を
備
え
て
い
ま
す
。
地
下
雨

水
貯
留
槽
に
よ
り
、
浸
水
対

策
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
３

月
竣
工
。

宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス

記
念
建
設
事
業

宮代キャンパス事業全体俯瞰（イメージ） 宮代キャンパス事業建設計画

多目的講義棟

ダイニングホール

1階：スチューデントプラザ

1階：300人教室（通常時）

1階：300人教室（建具開放時）

外観

メインダイニング ミーティングエリア スタディカフェ 外観

外観

７階：多目的スペース

2017（平成29）年3月竣工

2017（平成29）年3月竣工

※画像は完成イメージ（CG）です。

工事予定：2017（平成29）年8月着工～2018（平成30）年12月竣工
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いただけます。本学WEBサイト・トップページ右の「寄付金募集」のバナーから手続きページへお進みくだ
さい。
※寄付金の払込み後は、原則としてご変更、お取り消し、ご返金はできません。
※本学園の記念事業施設建設資金へのご寄付は、税制上の優遇措置（寄付金控除）を受けることが
できます。
※寄付にご協力いただきました皆様の個人情報は募金業務のみに使用し、本学個人情報保護基本規
程に基づき、適正な管理をおこないます。
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